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１４ 新春　福ふくパズル

１３ くらしの活動

０６ クローズアップ① 私たち辰年生まれ

１１ トピックス ＪＡ秋田しんせいの新しいチカラ

０３ 新年のごあいさつ

表紙PHOTO：２０２４年は辰（たつ）年

　今年の干支は甲
きのえたつ

辰です。「甲
きのえ

」の意味は優勢であることを表すほか、
まっすぐに堂々とそそり立つ大木を表しています。「辰」は十二支の中
では唯一の架空の生き物、龍を意味します。水や海の神として祀られて
きた龍は、竜巻や雷などの自然現象を起こす大自然の躍動を象徴するも
のであり、「龍が現れるとめでたいことが起こる」と伝えられてきまし
た。

０４ 年頭のごあいさつ

１５ ＪＡからのお知らせ

本
年
も

Ｊ
Ａ
広
報
誌
ウ
イ
ン
ズ
を

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

０８ クローズアップ② 農業の力で地域の課題を解決したい ！

１２ 営農情報 稲作・畜産・営農振興
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旧
年
中
は
、
当
Ｊ
Ａ
事
業
に
対
し
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

組
合
員
並
び
に
地
域
住
民
の
皆
さ
ま
の
ご
支
援
に
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と

も
に
、
今
後
な
お
一
層
の
皆
さ
ま
の
ご
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
Ｊ
Ａ
役
職

員
一
丸
と
な
っ
て
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
ご
指
導
、

ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
六
年
一
月

秋
田
し
ん
せ
い
農
業
協
同
組
合
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
新
し
い
年
を
迎
え
、
組
合
員

な
ら
び
に
地
域
の
皆
さ
ま
の
ご
健
康

と
ご
幸
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
平
素
は
Ｊ
Ａ
事
業
万
般
に
わ

た
り
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、

七
月
に
発
生
し
た
記
録
的
な
大
雨
が

県
内
各
地
に
甚
大
な
被
害
を
及
ぼ
し

ま
し
た
。
住
宅
被
害
は
も
と
よ
り
、

農
林
水
産
業
へ
の
被
害
も
１
３
５
億

円
余
と
な
り
、
あ
ら
た
め
ま
し
て
被

災
さ
れ
ま
し
た
方
々
に
お
見
舞
い
を

申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
連
日
の
夏

日
・
真
夏
日
が
続
く
な
か
、
当
Ｊ
Ａ

で
は
農
作
物
へ
の
影
響
を
懸
念
し
、

渇
水
対
策
室
を
設
置
・
対
応
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
自
然
災
害
・
気

象
変
動
に
は
逆
ら
え
ず
、
稲
作
に
つ

い
て
は
秋
田
県
中
央
の
作
況
指
数
が

９５
の
や
や
不
良
、
管
内
の
一
等
米
比

率
は
８２
％
と
な
り
、
他
の
農
林
産
物

に
つ
い
て
も
収
量
・
品
質
と
も
に
低

水
準
と
な
り
ま
し
た
。
専
門
的
ご
指

導
も
賜
り
な
が
ら
、
各
品
目
を
分
析

し
対
策
を
共
有
す
る
こ
と
で
営
農
継

続
の
支
援
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
食
料
・
農
業
・
農
村

基
本
法
の
改
正
法
案
が
通
常
国
会
に

提
出
さ
れ
る
運
び
と
な
っ
て
い
ま
す
。

基
本
法
は
農
政
の
基
本
理
念
を
示
す

も
の
で
す
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
加

え
、
中
東
情
勢
も
混
沌
と
し
て
お
り
、

世
界
中
い
た
る
所
に
対
立
、
戦
争
と

い
っ
た
不
安
が
渦
巻
い
て
い
ま
す
。

同
時
に
、
地
球
温
暖
化
の
進
行
や
世

界
人
口
の
増
加
な
ど
の
課
題
も
山
積

し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
不
測
の
事
態
に
お
け

る
食
料
安
全
保
障
の
強
化
と
再
生
産

に
配
慮
し
た
適
正
な
価
格
形
成
の
実

現
が
急
務
で
あ
り
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ

と
し
て
も
持
続
可
能
な
農
業
・
農
村

の
実
現
に
向
け
、
関
連
施
策
の
具
体

化
に
か
か
る
重
点
要
請
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

第
１
４
６
回
秋
田
県
種
苗
交
換
会

が
石
川
理
紀
之
助
翁
の
故
郷
で
あ
る

潟
上
市
で
開
催
さ
れ
、
そ
こ
で
「
板

木
の
ひ
び
き
」
と
い
う
石
川
翁
の
小

冊
子
に
出
会
い
ま
し
た
。

　

石
川
翁
は
、
貧
農
救
済
の
た
め
に

毎
朝
午
前
三
時
に
木
槌
で
板
を
打
ち
、

村
人
た
ち
に
早
起
き
し
て
働
く
よ
う

教
え
続
け
ま
し
た
。
翁
は
「
私
の
打

つ
板
木
は
村
の
中
に
も
聞
こ
え
な
い

人
が
い
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
五
百

里
離
れ
た
人
、
五
百
年
後
に
生
ま
れ

る
人
の
た
め
」
と
打
ち
続
け
ま
し
た
。

　

小
冊
子
で
は
、
翁
の
願
い
と
し
て

「
人
は
早
く
起
き
て
ま
じ
め
に
働
く

こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
辛
い
と
き
も

あ
ろ
う
、
ね
む
い
と
き
も
あ
ろ
う
、

自
分
の
わ
が
ま
ま
に
負
け
な
い
で
、

や
り
と
お
す
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

が
ん
ば
れ
よ
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

非
常
に
重
い
言
葉
で
あ
り
、
い
つ
の

時
代
も
、
ど
の
分
野
に
お
い
て
も
通

じ
る
も
の
で
あ
り
、
先
人
の
教
え
を

今
に
引
き
継
ぎ
、
さ
ら
な
る
農
業
・

地
域
・
Ｊ
Ａ
の
持
続
可
能
性
向
上
に

果
敢
に
挑
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
生
産
者
・
組
合
員
、
地

域
の
皆
さ
ま
並
び
に
Ｊ
Ａ
の
役
職
員

に
と
っ
て
、
新
し
い
年
が
希
望
に
満

ち
た
飛
躍
の
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
ご

祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
年
頭
の
ご

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

「
板は
ん
ぎ木

の
ひ
び
き
」

　
　
　
石
川
理
紀
之
助
翁
の
教
え
を
今
に
！

佐
　
藤
　
茂
　
良

代
表
理
事
組
合
長

年頭の年頭の
ごあいさつごあいさつ
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健
全
な
経
営
と
内
部
管
理

態
勢
の
構
築
を
目
指
し
て

代
表
監
事
　
斉
藤
　
　
司

新
年
を
迎
え
て

院
長
　
軽
部
　
彰
宏

由
利
組
合
総
合
病
院

　

新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
令
和
６
年
の
新
春
を

迎
え
ま
し
た
こ
と
、
謹
ん
で
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　

秋
田
県
内
で
最
初
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
患
者
が
当
院
に
入

院
し
た
の
は
、
令
和
２
年
３
月
６
日

で
し
た
。
そ
れ
か
ら
３
年
余
り
が
過

ぎ
た
５
月
８
日
に
、
感
染
症
法
上
の

分
類
が
「
２
類
」
か
ら
「
５
類
」
に

引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
関

連
の
ニ
ュ
ー
ス
は
徐
々
に
少
な
く
な

り
、
秋
田
県
内
の
熊
被
害
の
話
題
が

増
え
て
き
ま
し
た
。
被
害
件
数
は
増

加
し
、
市
街
地
で
も
熊
が
目
撃
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
当
院
近
く

で
も
目
撃
さ
れ
、
院
内
に
“
ク
マ
出

没
注
意
”
の
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
熊
に
よ
る
人

的
被
害
は
統
計
開
始
後
に
最
多
と
な

り
、
１７
道
府
県
で
１
６
０
人
が
熊
に

襲
わ
れ
た
よ
う
で
す
（
１０
月
ま
で
）。

被
害
が
最
も
多
か
っ
た
の
が
秋
田
県

で
し
た
。
１０
月
に
は
イ
ス
ラ
エ
ル
と

ガ
ザ
の
紛
争
（
戦
争
）
が
は
じ
ま
り
、

連
日
悲
惨
な
状
況
が
報
道
さ
れ
ま
し

た
。
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
も

解
決
し
な
い
ま
ま
、
大
規
模
な
宗
教

戦
争
と
な
り
ま
し
た
。
近
代
化
さ
れ

た
強
い
破
壊
力
を
も
つ
武
器
の
使
用

は
、
一
瞬
に
し
て
多
く
の
人
命
が
犠

牲
と
な
り
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
よ
る
犠
牲
者
が
激
減

し
た
の
は
、
新
技
術
に
よ
る
ワ
ク
チ

ン
の
開
発
と
感
染
に
対
す
る
人
間
の

英
知
に
よ
る
も
の
で
す
。
戦
争
で
失

わ
れ
る
命
も
感
染
症
で
亡
く
な
る
命

も
同
じ
で
す
。
現
代
の
優
れ
た
技
術

と
知
識
が
人
命
を
救
う
た
め
に
で
は

な
く
、
奪
う
た
め
に
行
使
さ
れ
る
こ

と
は
無
念
千
万
の
思
い
で
す
。

　

さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
話
題
は
、
い
つ
の
間
に
か
世

相
か
ら
離
れ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
す
。

新
し
い
感
染
症
で
命
を
落
と
す
か
も

し
れ
な
い
と
い
う
恐
怖
か
ら
解
放
さ

れ
た
と
、
全
て
の
人
が
感
じ
て
い
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
社
会
の

最
大
の
関
心
事
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
で
な
く
な
っ
た
こ
と
が
、

昨
年
の
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
の
ひ
と
つ

と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
は
、
昨
年
発
表
さ
れ
た
県
内

の
医
療
圏
再
編
へ
の
対
応
、
地
域
医

療
構
想
に
よ
る
当
地
域
の
入
院
病
床

数
の
調
整
な
ど
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
４
月
か
ら
は
医
師
の
働
き
方

改
革
に
よ
り
、
時
間
外
労
働
時
間
が

制
約
さ
れ
る
法
規
制
が
は
じ
ま
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
様
々
な
課
題
に
適
切

に
対
処
し
つ
つ
、
地
域
の
皆
様
に
安

心
で
き
る
医
療
を
提
供
し
、
信
頼
さ

れ
る
病
院
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し

て
参
り
ま
す
。
令
和
６
年
が
皆
様
に

と
っ
て
良
い
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を

心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

新
し
い
年
を
迎
え
、
組
合
員
・
地

域
の
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を

心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
日
頃
よ
り
私
ど
も
監
事
の

監
査
業
務
に
対
し
て
、
深
い
ご
理
解

と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
へ
の
軍
事
侵
攻
に
加
え
、
イ
ス

ラ
エ
ル
軍
の
ガ
ザ
地
区
へ
の
地
上
侵

攻
が
あ
り
、
世
界
情
勢
は
混
迷
を
深

め
て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
円
安
が
続
い
て
お
り
、
輸

入
物
資
の
高
騰
に
よ
り
農
業
資
材
の

価
格
が
高
騰
・
高
止
ま
り
し
、
天
候

不
順
に
よ
る
米
の
品
質
低
下
や
野
菜

類
の
不
作
も
あ
り
、
農
業
経
営
は
大

打
撃
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
変
化
す
る
経
営
環
境

に
対
処
し
て
い
く
た
め
に
は
、
そ
の

変
化
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
研
修
を

重
ね
、
健
全
な
経
営
と
内
部
管
理
態

勢
の
構
築
及
び
役
員
と
職
員
が
一
体

と
な
っ
た
活
動
が
重
要
と
考
え
ま
す
。

　

私
ど
も
監
事
は
、
よ
り
良
い
組
合

を
目
指
し
、
更
な
る
改
善
と
発
展
に

貢
献
す
る
た
め
、
Ｊ
Ａ
に
対
す
る
外

部
か
ら
の
要
求
も
含
め
、
経
営
上
の

リ
ス
ク
管
理
の
重
要
性
を
念
頭
に
置

き
な
が
ら
、
当
組
合
が
継
続
し
て
存

続
・
発
展
で
き
る
よ
う
、
監
査
を
通

し
て
提
案
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

今
年
の
干
支
は
「
甲き

の
え
た
つ辰」

で
す
が
、

こ
れ
ま
で
の
コ
ツ
コ
ツ
と
蓄
え
ら
れ

た
学
び
が
芽
を
出
し
、
活
力
に
満
ち

た
草
木
の
よ
う
に
伸
び
て
、
努
力
が

花
を
咲
か
せ
る
年
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
を
脱
し
、
天
に
昇
る
龍

の
よ
う
に
勢
い
の
あ
る
年
に
な
り
ま

す
よ
う
、
組
合
員
・
地
域
の
皆
さ
ま

の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し

上
げ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。
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①

齊
さいとう
藤　　凛

りん

さん

鳥海地区

齊
さいとう
藤　心

ここね
音さん

金浦地区

守
もりや
屋琥

こ た ろ う太朗さん

東由利地区

藤
ふじわら
原　　漣

れん

さん

大内地区

伊
い ず
豆　美

み お
緒さん

本荘地区

　明けましておめでとうございます。今年、記念すべ
き年男・年女を迎えた小学生のみなさんに年賀状を書
いていただきました。色とりどりのきれいな年賀状を
ありがとうございます。
　２０２４年が皆さんにとって良い一年でありますように。

年男・年女
年生まれ

私たち
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①

正
まさき

木優
ゆ き と

希人さん
西目地区

三
みうら

浦　結
ゆいこ

子さん
仁賀保地区

堀
ほりい

井　菜
なつみ

摘さん
岩城地区

村
むらかみ

上　稟
りこう

虹さん
矢島地区

小
お だ わ ら

田原　杏
あん
さん

象潟地区

鈴
すずき

木　幸
しゆう

結さん
由利地区
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農業の力で地域の課題を解決したい！
～魅力ある農業づくりとその魅力発信で雇用・移住・定住につなげる～

みなさんに
知ってほしい

１ ．前回のおさらい
　由利本荘市・にかほ市の人口は減少傾向が続き、基幹産業でもある農業についても、生産者の
減少が続いています。
　課題の解決には「雇用の創出」「移住・定住の促進」につながる地域の魅力向上が必要です。

Part ２

地域の方々に「地域の魅力」として自慢してもらえるよう
「こんな農業をやっている素晴らしい地域なのです！」と伝えていく

Point❷

❶�皆さまに
　地域の農業を見てほしい

❷�資源循環型農業が生み出す
　「食」で伝えたい

❸�「農業を手伝ってみたい」
　を促進

構築を目指す資源循環型農業や
ＪＡの施設園芸品目（シャイン
マスカット・アスパラガスな
ど）を見てもらうイベント（見
学ツアーなど）を企画。

資源循環型農業や施設から生み
出される「環境に優しい農畜産
物」をＪＡが販売・加工。

「農業を手伝ってみたい」、「農
業に協力してみたい」といった
方が「農業を経験」できる仕組
みとしてＪＡでは「無料職業紹
介所」を整備。

見てもらって伝える

食べてもらって伝える

手伝ってもらって伝える

２ ．課題解決に向けて、こんな姿を目指したい！

私もこの農業に
挑戦したい！

小学校・中学校
高校・大学

地域住民

県外の移住希望者

農業って大事だよね！
私もやってみたい！

現役の生産者

ＪＡ秋田しんせいが考える魅力ある農業
堆肥を有効活用
❶資源循環型農業
みどりの食料システム戦略

稲作と両輪
❷園芸品目の拡大
施設園芸・りんどう団地
土地利用型品目

食べてもらう方法を増やして「食べて伝える」を促進（地域住民と農業の接点を拡大する）

販売・加工

農畜産物

「やってみたい」と思った方を支える

ＪＡ研修制度
農業技術・経営手法を学ぶ

地域農業者協議会
地域の農地の在り方や展望を協議

「農業って大事だ」と思ってくれた方の「手伝い」を促進 ➡ 手伝うことで農業への理解を深める

Point❶

見る

伝える

Point❷

Point❷

見る

伝える

Point❷

Point❸

今回はPoint❷とPoint❸の
取り組みを紹介します！

　　　　　�
⃝�地域の基幹産業である農業を魅
力ある職業にして

Point❶

　　　　　
⃝�それを積極的に伝えることで
　（見て・食べて・手伝う）

Point❷

　　　　　�
⃝�やってみたいという人がトライ
できる仕組みを整える

Point❸

「農業って大事だ」
「農業をやってみたい」
という方を増やす

安全・安心な食べ物を
作っているところを見て
地域の魅力を感じてもらう

皆さまにおいしく食べてもらう
ときにエピソードも一緒に伝え
て魅力を感じてもらう

農業を手伝うことで
より一層農業の魅力が伝わり
地域の雇用につながる

②
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魅力ある地域を目指して
ＪＡ秋田しんせいは、行政・関係機関などと連携しながら、
地域の課題解決に向けた取り組みへのトライを始めました。
皆さまにはぜひ、今回紹介した圃場や施設を見てもらいですし、
そこから生み出される農畜産物を食べてほしいのです。
そして、この地域を自慢していただきたいですし、

「農業を手伝ってみようかな」「やってみようかな」と思っていただけたらとても嬉しいです。
農業の力で皆さまとともに雇用や移住・定住につなげ、地域を元気にしたいと考えております。

やってみたい人がトライできる仕組みをつくるPoint❸

JA独自
　平成２７年から始まったＪＡ秋田しんせいの独自の制度です。
地域を担う新規就農を希望する方に対して、研修施設または受
け入れ農家において 「農業技術」や 「経営方法」等について学ぶ
機会を提供し、独立後の安定した農業経営の実現をサポートし
ています。また、ＪＡと雇用契約または就農準備資金の利用に
より、研修生は賃金や資金を得ながら研修することができます。
　令和 ５年１２月時点で ６名が卒業し ３名が研修中です。
【研修の特徴】
●�ＪＡと雇用契約または就農準備資金の利用により、賃金や資金を得
ながら研修が可能
●�研修施設や提携先農家等での作業実習、ＪＡの各種業務を経験する
ことで知識の習得・栽培技術を高められる
●栽培講習会や先進地研修で栽培知識を習得できる
●�経営研修（簿記・ＰＣ研修）や共済・金融事業の理解を深め、経営
に関わる知識を習得

新規就農者支援研修制度

募集要項についてはＰ１２の営農情報をご覧ください

NEW

　ＪＡでは、アスパラガスの更なる産地拡大を図るため、収穫・管
理作業の労力軽減や収量増加が期待できる「枠板式高畝栽培」を提
案しています。
　令和 ６年 １月までに、旧石沢中学校のグラウンド跡地とにかほ市
院内地区に研修用ハウスを計 ４棟整備する計画です。 石沢地区の研修ハウス▶

研修施設で学べるアスパラガス
（枠板式高畝栽培） 拠点 由利本荘市石沢地区

にかほ市院内地区

　ＪＡでは、新たな果樹の柱としてシャインマ
スカットの産地拡大を図るため、旧石沢中学校
のグラウンド跡地に栽培研修用ハウスを整備し
ました。
　研修用ハウスでは、増収や糖度・品質向上が
望める「盛土式根圏制御栽培法」を導入。施設
で研修生が実習しながら、講習会場や食育の場
としても活用しています。 ▲食育の場としても活用

研修施設で学べるシャインマスカット
（盛土式根圏制御栽培） 拠点 由利本荘市石沢地区

　農業に興味のある方や取り組んでみたい方などを対象に
「農業チャレンジセミナー」を開催しており、新規就農者支
援研修制度の案内や就農までの具体的な流れを品目別に解説
しております。
　セミナーの様子はＪＡの公式ＹｏｕＴｕｂｅチャンネルに投稿
していますのでぜひご覧ください。 ▲�チャンネル登録

はコチラから！

農業チャレンジセミナー

②
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園芸品目の拡大で夢のある地域農業づくりへ

新しいチカラ
の

　ＪＡ秋田しんせいでは、園芸品目の拡大で農業所得の
向上につなげることを目指し、新たな果樹の柱として
シャインマスカットの推進に力を入れています。
　今年度のシャインマスカットの取り組みをご紹介しま
す。

シャインマスカット
　果樹の新たな特産品確立と地域農業の活性化に向け、
令和 ３年度から栽培に取り組んでいます。栽培研修用ハ
ウスの整備やＪＡ独自の研修制度を設け、就農を支援し
ています。
　今年度、研修ハウスでシャインマスカットを初収穫。
収穫したシャインマスカットは、管内のＡコープや直売
会で販売したほか、台湾への輸出販売も行いました。

■販路拡大を目指し、台湾で販促活動

　ＪＡは１１月２５日と２６日、台湾の百貨店等で行われた
「県産農産物の秋田フェア（主催：秋田県）」に参加。
台北市の百貨店で店頭試食販売を行い、シャインマス
カットや県産農産物をＰＲしました。
　参加した営農経済部営農振興課の山野寛子さんは
「シャインマスカットの甘さに驚いた反応が印象的だっ
た。現地卸売業者からの品質の評価も良く、今後も輸出
拡大に取り組み農家の所得向上につなげたい」と話しま
した。

■今年度の取り組みの様子

▲剪定作業で枝の育成や実の付きを良くします

▲種なしの房を作るため、ジベレリン処理を ２回実施

▲今年度は １棟で４６０㌕収穫。来年度は７５０㌕を収穫予定です
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ＪＡくらしの活動

畜産振興課より畜産畜産 米穀課より稲作稲作

営農振興課より営農振興営農振興

お問い合わせ
0184-27-1601

営農経済部
畜産振興課
課長補佐
鈴木　　佑

雌 父 母の父 母の祖父 体高 日齢 体重 価格 生産者

１ 福之姫 幸紀雄 安糸福 １１９㎝ ２８３日 ２９７㎏ ７９０，９００円 小野　眞一（東由利）

２ 福之姫 隆之国 安福久 １１５㎝ ２８２日 ３４５㎏ ７１３，９００円 佐藤　隆一（東由利）

３ 諒太郎 安福久 勝忠平 １２２㎝ ２７９日 ３３０㎏ ６７５，４００円 佐藤　正孝（象　潟）

市場高値　ＪＡ秋田しんせい管内ベスト３

２０２３年１２月 ５ 日　あきた総合家畜市場成績

◀�畜産だよりは、
ＪＡのホーム
ページからご
覧いただけま
す

営農経済部
米穀課
係長
遠藤　良信

◀�稲作情報は、
ＪＡのホーム
ページからご
覧いただけま
す

お問い合わせ
0184-27-1601

●令和 ５年産米の各地区の集荷状況について
� （令和 ５年１２月１５日現在）

●�令和 ５年産米「美味しいあきたこまちコンテス
ト」表彰結果について

　・最優秀賞、優秀賞、優良賞受賞者の紹介

●令和 ５年産米食味結果測定通知書について

お問い合わせ
0184-27-1601

稲作情報を発信しています� １２月２５日発行

令和 ５年産米の集荷状況

去勢 父 母の父 母の祖父 体高 日齢 体重 価格 生産者

１ 福之姫 美国桜 百合茂 １１９㎝ ２５０日 ３２２㎏ １，１０８，８００円 遠藤　正直（東由利）

２ 福之姫 勝早桜
５ 安福久 １１９㎝ ２７９日 ３３０㎏ １，０８６，８００円 小野　大輔（東由利）

３ 若百合 美国桜 義平福 １２３㎝ ２６８日 ３６３㎏ １，０１９，７００円 工藤農場
（大　内） 今後の発行予定　温湯消毒種子の取り扱いについて

あなたもＪＡ秋田しんせい管内で農業を
してみませんか？
　ＪＡでは、新規就農希望者の相談を随時受け付
けております。併せて、ＪＡ独自の新規就農者支
援研修制度を設け、シャインマスカット研修施設
を利用した研修、秋田県農業研修センターでの研
修など技術支援のほか、補助金申請や税務申告の
支援なども行っており、行政と連携した就農支援
に取り組んでおります。
　「由利本荘市・にかほ市で農業を始めたい」と
考えている方や就農に関してお悩みがありました
ら、営農振興課までお気軽にご相談ください。
●就農相談～就農 １年目までのスケジュールイメージ

１ 月 ２ 月 ３ 月 ４ 月 ５ 月 ６ 月 ７ 月 ８月
品目・圃場 ■就農相談 ■栽培する品目を決める

■農地を探す・見つける
お金と計画 ■就農計画を立てる

９月 １０月 １１月 １２月 １ 月 ２ 月 ３ 月 ４ 月
品目・圃場 ■圃場利用開始

■認定新規就農者の申請
お金と計画 ■事業内容の精査・借入の相談など

新規就農を目指す研修生を募集中です！
　ＪＡでは、園芸や畜産を主として就農を目指す
研修生を募集しています。この研修制度では、研
修生がＪＡと雇用契約または、就農準備資金の利
用により、賃金や資金を得ながら研修することが
できます。研修内容は座学やＪＡ施設・研修施設
での実習、提携先農家での実践などで、研修生と
相談して実施します。
■募集要項
【研修期間】最長 ２年
【募集期間】令和 ５年 ４月 １日～令和 ６年 ３月２２日
【募集対象者】
　①心身ともに健康で１８歳以上５０歳未満の方
　②�研修終了後、園芸（ＪＡ推奨品目など）・畜産
を主とした就農ができる方

　③�ＪＡ組合員となり、部会活動を頑張っていた
だける方

営農経済部
営農振興課
山野　寛子
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ＪＡくらしの活動

ＪＡの
福祉

仁
賀
保
太
鼓
伝
承
会
が
慰
問

迫
力
の
太
鼓
演
奏
楽
し
む

　

１１
月
２５
日
、「
仁
賀
保
太
鼓
伝
承

会
」
の
皆
さ
ん
が
慰
問
に
訪
れ
、
太

鼓
の
演
奏
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

大
小
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
太
鼓
や

ど
ら
を
使
っ
た
迫
力
の
あ
る
演
奏
を

披
露
し
、利
用
者
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　

演
奏
を
聞
い
た
利
用
者
さ
ん
は

「
太
鼓
の
演
奏
を
間
近
で
聞
く
経
験

は
な
か
っ
た
。迫
力
が
あ
り
、た
く
さ
ん

元
気
を
も
ら
え
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

今
年
最
後
の
助
け
あ
い
組
織
慰
問

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
交
流
深
め
る

　

１２
月
７
日
、
Ｊ
Ａ
助
け
あ
い
グ

ル
ー
プ
「
ひ
ま
わ
り
や
し
ま
」
の
皆

さ
ん
が
慰
問
に
訪
れ
、
リ
ズ
ム
体
操

や
歌
、
踊
り
な
ど
の
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　

助
け
あ
い
会
員
は
、
鳴
子
を
使
っ

た
踊
り
や
仮
装
を
し
て
歌
を
披
露
し
、

利
用
者
さ
ん
は
一
緒
に
歌
っ
た
り
す

る
な
ど
し
て
楽
し
み
ま
し
た
。

「
花
由
布
会
」
が
初
慰
問

華
麗
な
踊
り
や
歌
で
魅
了

　

１２
月
１１
日
、
由
利
地
区
で
活
動
し

て
い
る
「
花
由
布
会
」
の
皆
さ
ん
が

初
め
て
泉
の
里
を
訪
れ
、
創
作
舞
踊

や
新
舞
踊
、
歌
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

「
夢
芝
居
」
の
音
楽
に
合
わ
せ
た

舞
踊
や
「
北
国
の
春
」
な
ど
計
７
演

目
を
披
露
。
初
め
て
花
由
布
会
さ
ん

の
演
目
を
観
賞
し
た
利
用
者
さ
ん
は

「
美
し
い
踊
り
を
見
れ
て
楽
し
か
っ

た
」「
花
由
布
会
最
高
」と
話
し
て
い

ま
し
た
。

今
年
最
後
は
美
扇
会
！

新
舞
踊
や
歌
を
披
露

　

１２
月
１６
日
、
由
利
地
区
で
活
動
し

て
い
る
「
恵け
い
せ
ん
り
ゅ
う
び
せ
ん
か
い

扇
流
美
扇
会
」
の
皆
さ

ん
が
慰
問
に
訪
れ
、
新
舞
踊
や
歌
を

披
露
し
ま
し
た
。

　

利
用
者
の
皆
さ
ん
は
、
舞
踊
や
歌

に
合
わ
せ
て
体
を
揺
ら
し
た
り
、
手

拍
子
を
し
な
が
ら
楽
し
み
ま
し
た
。

　

美
扇
会
の
皆
さ
ん
は
、
今
回
が
今

年
度
最
後
の
活
動
と
な
る
こ
と
か
ら

「
今
年
最
後
に
皆
さ
ん
に
披
露
で
き

て
良
か
っ
た
。
来
年
が
素
晴
ら
し
い

一
年
に
な
る
こ
と
を
お
祈
り
し
て
お

り
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

▲太鼓の演奏を聞き入りました

▲一緒に踊りを楽しみました

華麗な踊りを披露する
花由布会の皆さん� ▶

▲�手拍子や歓声が止まらないほど盛り上がりました

経営管理部　福祉事業所
お問い合わせ

0184-27-1698

福
祉
事
業
所
「
ふ
れ
あ
い
泉
の
里
」

地
域
と
の
交
流
を
大
切
に
、

楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
企
画

を
提
供
し
ま
す

▲演技に見入る利用者の皆さん
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タテのカギ
０１　大学入学共通テストの理科の科

目の １つ
０４　キウイやポンカンの生産量が日

本一の県
０７　エッセーともいいます
０９　かつお節や昆布で取ります
１０　ガラガラとうがいをして洗うも

の
１１　ゆでた麺をざるにあけて行いま

す
１３　大股の人は広めです
１５　カメやカッパの背に付いていま

す
１６　――や硯

すずり

を用意して書き初めを
した

１７　カラオケで楽しむもの
１８　――の計は元旦にあり
２０　旧暦 １月の異称
２１　見張ること。――カメラ

ヨコのカギ
０１　おせち料理にも使うニシンの卵

巣の加工品
０２　旅行前に――ブックを買った
０３　俳人が名作を生み出した地に建

てられていることも
０５　北を向いたとき西になる方向
０６　丁寧にいうとご飯です
０８　横綱を先導して土俵に上がりま

す
１２　セイウチの口からにょっきり
１３　農地――、道路交通――
１４　ＤＮＡが含まれる体の設計図。

――操作
１５　猫が中で丸くなっているかも
１６　不要物を可燃、――、資源ごみ

に分別した
１７　彼女は――を言わせず彼を外に

連れ出した
１９　エレベーターの表示では「Ｂ」

タテ、ヨコのカギを解いて、
Ａ～Ｅの文字を並べて、言葉にしてください。
●応募方法（おはがき・ＦＡＸ・Ｅメールで）

●応募締切り

●応　募　先

●発　　　表

◎パズルの答え、お名前、ペンネーム（ご希望の
方）、住所、年齢、電話番号をご記入の上、下
記までご応募ください。
◎意見、要望や身近にあった出来事、情報などをお寄
せください。ほっと．こむで紹介させていただきます。

令和 ６年 １月２５日（木）当日消印有効

〒０１５－８５３８　由利本荘市荒町字塒台１－１
ＪＡ秋田しんせい　広報係
ＦＡＸ：０１８４－２７－１６６２
Ｅメール：kouhou@akita-shinsei.or.jp

当選者は ２月号で発表します。
※皆さまからいただいた個人情報については、厳重に管理すると
ともに、ご応募・ご投稿の目的以外では使用いたしません。

必要事項を記入し、面白かった記事にチェッ
クをつけ、はがきに貼ってご応募ください。

１等賞

２等賞

３等賞

特別賞 秋田由利牛　　　( 2名様）

地産地消セット
　　　 2,000円分（10名様）

地産地消セット
　　　 3,000円分（2名様）

地産地消セット
　　　 5,000円分（1名様）

福 ふ く パ ズ ル 賞 品

●答え

●お名前� （　　　歳）

●電話番号

●住所　〒

●興味を持った記事（ ２つまで）
□クローズアップ①　□クローズアップ②
□トピックス　□営農情報　□くらしの活動

2024
福
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1

金融移動店舗車（ふれあいちょきんぎょ号）令和 ６年 ２月の運行日程について

Ｊ
Ａ
秋
田
し
ん
せ
い
広
報
誌

［
ウ
イ
ン
ズ
］
№
３２２

発
行
●
秋
田
し
ん
せ
い
農
業
協
同
組
合

編
集
●
経
営
管
理
部
　
Ａｇｒｉ・Ｆｏｏｄ

未
来
企
画
課

秋
田
県
由
利
本
荘
市
荒
町
字
塒
台
１－１　〒

０１５－８５３８
TEL：

０１８４－２７－１６６１　
FAX：

０１８４－２７－１６６２
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：
https://w

w
w
.akita-shinsei.or.jp/

※
当
広
報
誌
に
掲
載
し
て
い
る
個
人
情
報
な
ど
は
、
利
用
目
的
以
外
は
一
切
使
用
し
ま
せ
ん
。

※
広
報
誌
「
ウ
イ
ン
ズ
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
記
事
・
写
真
の
無
断
使
用
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

印
刷
／
㈱
全
農
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
秋
田
支
店

営業時間
午前　 ９ ：３０～１２：００
午後　 １ ：３０～ ３ ：００

１ 日（木） ２ 日（金） ３ 日（土）
午前 亀田出張所 午前 旧上郷支店

午後 亀田駅前 午後 大竹地区

４日（日） ５ 日（月） ６ 日（火） ７ 日（水） ８ 日（木） ９ 日（金） １０日（土）
午前 旧石沢支店 午前 西滝沢駅前 午前 旧内越支店 午前 亀田出張所 午前 旧上浜支店

午後 旧内越支店 午後 旧Ａコープ前郷 午後 旧石沢支店 午後 松ヶ崎公民館 午後 小砂川地区

１１日（日） １２日（月） １３日（火） １４日（水） １５日（木） １６日（金） １７日（土）
午前 鮎川駅前 午前 旧内越支店 午前 亀田出張所 午前 いわもと会館（亀田）

午後 旧Ａコープ前郷 午後 旧石沢支店 午後 岩城支店 午後

１８日（日） １９日（月） ２０日（火） ２１日（水） ２２日（木） ２３日（金） ２４日（土）
午前 旧石沢支店 午前 旧西滝沢支所 午前 旧内越支店 午前 亀田出張所

午後 旧内越支店 午後 旧Ａコープ前郷 午後 旧石沢支店 午後 松ヶ崎公民館

２５日（日） ２６日（月） ２７日（火） ２８日（水） ２９日（木）
午前 旧石沢支店 午前 玉米会館 午前 旧内越支店

午後 旧内越支店 午後 旧蔵支所 午後 旧石沢支店

「美味しいあきたこまちコンテスト」開催
ＪＡ秋田しんせい管内から４人が受賞！

▲�受賞した真坂和都さん（前列中央）と阿部静夫さん（前列右から
２番目）と真坂正栄さん（後列左から ３番目、代理）と小松俊一
さん（後列左から ２番目）

最優秀賞最優秀賞
秋田県知事賞秋田県知事賞
真坂　和都さん（鳥　海）
優 秀 賞優 秀 賞
秋田県産米改良協会会長賞秋田県産米改良協会会長賞
阿部　静夫さん（仁賀保）
優 良 賞優 良 賞
全農秋田県本部県本部長賞全農秋田県本部県本部長賞
真坂　正栄さん（鳥　海）
小松　俊一さん（東由利）
受賞された皆さま、おめでとうございます！

　ＪＡグループ秋田は１２月 ６ 日、令和 ５年産米「美味しい“あきたこまち”コンテスト」を開催。優れ
たあきたこまちを生産した１１人と １団体が表彰されました。
　秋田米のブランド力を高めていこうと毎年その年に収穫したコメの品質を競うコンテストで、「玄
米・白米の品質」、「食味値」、「食味官能評価」などが審査されます。
　管内では鳥海地区の真坂和都さん、真坂正栄さん、仁賀保地区の阿部静夫さん、東由利地区の小松
俊一さんが受賞しました。
　最優秀賞、優秀賞に選ばれた ５人の生産者のお米は「ザ　プレミアムファイブ」として、秋田県内
および首都圏の一部店舗で限定販売しています。

偶数月の運行について運行箇所が変更となっておりますので、ご注意ください


